



尾 崎 伊都子　 門 間 晶 子
田 中 昭 子　 肥 後 恵美子
平成19年 度から行 っている保健師交流会の活動を紹介
する。



























師交流会を発足 させ、平成19年7月 に第1回 の会合を行
うこととした。第1回 会合の開催に向けて、平成14～17
年度までの卒業生17名 と、平成18年 度3月 に卒業 し平成





に、第3回 会合の様子を図1に 示す。 日程は卒業生の意
見から、年度始め ・年度末 と行政における予算要求 ・議
会への対応の時期を避けて、7月 の土曜日に開催するこ
ととしている。第1回 ・第2回 はグループごとに分かれ





域に在職 された山口洋子教授(元)に も参加 していただ
き、助言や激励をいただいている。




る。 さらに、交流会に参加 している卒業生を通 じて保健
師として働いている卒業生に交流会の存在を伝えてもら
い、連絡をとっている。
平成20年 よりメー リングリス トを作成 し、連絡や情報
交換に活用 している。
3)本 学部ホームページでの紹介
卒業生に広く保健師交流会の存在を知 ってもらうため、
平成21年 度より本学部ホームページにおいて保健師交流
会の内容や会合の開催予定などを紹介 している。
4.今 後 の活動
交流会の会合における卒業生へのアンケー トによる感
想や意見をみると、卒業生同士の交流が他の市町村や産
業における保健師活動を知 る機会 となっており、また仕
事への励みになっていると思われ、交流会の目的を果た
していると評価できる。第3回 目には事前に卒業生から
募集 した事例についての検討を行 ったが、実務経験年数
が長い者がグループワークを リー ドし、有意義な意見交
換ができていたと思われる。終了後のアンケー トでは次
年度の事例検討の方法に関する意見が出され、気軽に話
ができる交流だけではな く学習も行 っていきたいという
要望が確認 された。来年度以降も保健師活動の実践活動
に役立つテーマとともに研究成果の報告など大学 という
場を活か した内容についても盛 り込んでいきたい。
また、今後は交流会の運営に対 して卒業生に主体的に
関わっていただ くことも必要だと考えており、来年度か
ら運営の一部に関わってもらうことを検討 していきたい。
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開
会
の
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拶
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紹
介
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プ
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け
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、
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ど
)
4.
全
体
交
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5.
次
回
の
日
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・
内
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い
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6.
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わ
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の
挨
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第
2回
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7.
19
(土
)
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:0
0～
17
:0
0
1.
開
会
の
挨
拶
2.
自
己
紹
介
3.
グ
ル
ー
プ
別
交
流
1)
意
見
交
換
(保
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師
に
な
っ
た
き
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か
け
、
現
在
の
担
当
業
務
、
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在
困
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ど
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事
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5.
次
回
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終
わ
り
の
挨
拶
20
【感
想
】
・
保
健
師
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働
く
卒
業
生
と
意
見
交
換
が
で
き
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よ
か
っ
た
・
他
市
や
産
業
保
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な
ど
様
々
な
職
場
の
話
が
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
、
参
考
に
な
っ
た
・
先
生
や
卒
業
生
と
話
を
し
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元
気
を
も
ら
え
た
、
励
ま
さ
れ
た
【意
見
】
・
時
間
が
短
い
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も
う
少
し
長
い
方
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よ
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・
困
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な
ケ
ー
ス
へ
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応
方
法
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つ
い
て
ケ
ー
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討
し
た
い
・
ざ
っ
く
ば
ら
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話
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き
る
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流
会
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い
が
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勉
強
会
の
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催
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務
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ピ
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・
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流
会
を
自
分
た
ち
で
運
営
し
て
い
け
る
と
よ
い
第
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21
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自
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紹
介
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討
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ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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例
A
(母
子
健
康
手
帳
交
付
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
性
)
2)
事
例
B
(主
体
的
な
活
動
に
発
展
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
)
4.
自
由
討
議
(普
段
の
保
健
師
活
動
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
)
5.
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
6.
次
回
の
日
程
・
内
容
に
つ
い
て
7.
終
わ
り
の
挨
拶
20
【感
想
】
・
保
健
師
の
仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
て
勉
強
に
な
り
楽
し
か
っ
た
・
他
の
市
町
の
保
健
師
活
動
や
自
分
が
現
在
関
わ
っ
て
い
な
い
保
健
師
活
動
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
・
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
年
1回
仲
間
に
話
し
を
聞
い
て
も
ら
え
る
機
会
が
あ
る
と
心
強
い
・
新
た
な
気
持
で
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
思
う
・
他
の
市
町
村
や
産
業
保
健
の
保
健
師
活
動
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
・
事
例
検
討
は
意
見
交
換
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
【意
見
】
・
グ
ル
ー
プ
分
け
は
様
々
な
職
場
、
年
代
の
者
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
が
よ
い
。
複
数
の
テ
ー
マ
別
に
グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
の
も
よ
い
。
・
次
回
の
事
例
検
討
で
は
産
業
保
健
活
動
に
つ
い
て
聞
き
た
い
・
事
例
検
討
で
は
Po
we
r　
Po
in
t資
料
が
手
元
に
あ
る
と
よ
い
・
制
度
や
健
康
教
育
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
て
も
ら
い
た
い
(も
う
一
度
学
び
た
い
)
・
次
回
は
年
度
ご
と
に
卒
業
生
が
準
備
し
て
い
け
る
と
よ
い
・
年
2～
3回
開
催
し
て
欲
し
い
